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２０１７年５月２５日 ＳＡＲＥＸワークショップ特別編 

「工務店の選択－侵攻するZEH化への工務店的展開を考える」 

担当分（その１） 



温暖化対策「パリ協定」 
２０１６年発効。 

日本は、２０３０年、１３年
度比で２６％削減目標。 
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 太陽光発電システムのコストは下がり続けている。 
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 リチウムイオン電池は確実に安くなる。しかも
車載リチウム電池の住宅でのリユースが、２０２
５年以降確実に期待されている。 

6 



7 



米国エネルギー省では、ＺＥＨ（Zero Energy 
Home）ではなく、ＺＥＲＨ（ Zero Energy 
Ready Home）を推奨している。 
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 ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）は、「断熱
＋省エネ＋創エネ＋蓄エネ」で、年間のエネル
ギー収支をゼロにするというものである。 

 ＺＥＲＨ（ Zero Energy Ready Home＝ゼロエネ
ルギー準備住宅）は、「断熱＋省エネ」を行い、
今すぐのエネルギー消費を半減させ、近い将来
「創エネ＋蓄エネ」の設備を搭載できるよう準備
するというものである。 
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ゼロエネルギー準備住宅としての認証を得る
には、住宅が最低限の要件を満たし、認定さ
れた評定者によって実地試験が行われ、
HERS規格に従って認定され、適用されるす
べての基準（地方条例など）を満たす必要が
ある。 

ホームビルダーは、住宅の認証を受けるため
に、規定的認証コースまたはパフォーマンス
認証コースのいずれかの要件を満たすように
する。 
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パフォーマンス認証コースでは、HERS指数
での評価が必要である。 

米国エネルギー省は、IECC（国際省エネル
ギー規定）に基づいた、RESNET reference 

home（参照住宅）を１００として、建設される住
宅をHERS指数で格付けをしている。 

典型的な既存住宅はHERS指数が１３０ほど
である。 

 HERS指数が７０の住宅は、RESNET参照
住宅より３０％もエネルギー効率が良いことに
なる。 
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 ENERGY STAR住宅評価３版または３．１版
（３．１版が有効な州にとって必要）での認証を
受けなければならない。 
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２０１２年IECC 図R301.1で定義されている気候帯（CZ) 
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 International Energy Conservation 
Code(IECC) 

国際基準評議会 (ICC: International Code 
Council)が作成する国際省エネルギー標準
規定(IECC)。 

国際的にパフォーマンスを重視する必要性を
通じて、エネルギー効率の良い建物の外皮の
設計とエネルギー効率の高い設備、照明およ
び電力システムの設置に対応する。 

国際省エネルギー標準規定は、大小さまざま
な地域社会で化石燃料と枯渇不能な資源を
最適に活用するモデル標準規定での規制に
より、これらのニーズを満たすように設計され
ている。
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開口部は、UおよびSHGCの該当する
ENERGY STARの要件を満たすか、それを
上回るものとする。 

パッシブソーラー設計の一部として利用される
開口部は、U値とSHGCの要件から免除され
る。 

天井、壁、床、床版の断熱材は、２０１２年また
は２０１５年のIECCレベルを満たすものとする。 

 IECCは、国際省エネルギー規則。 
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開口部 
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等価U値 
開口部以外のU値は、測定、計算、または承認され
た情報源から得るものとする。 



 雨水処理 

 建物で使用される多くの材料は、湿っていると耐
久性がない。 

 •ENERGY STAR認定に関係なく、高性能住
宅では特に重要である。 
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住宅の熱と空気障壁境界内に位置するか、
同等の性能を達成するように最適化されたダ
クト分配システム。 

総ダクト長の最大10フィート（3.28ｍ）は、住宅
の熱と空気のバリアー境界を越えることができ
る。 

ダクトは、このスペースが供給調節弁で調整さ
れているかどうかにかかわらず、非換気型の
屋根裏に配置されることができる。 

非換気の床下スペース内にあるダクトは認め
られる。 
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給湯システムは効率的な設計要件を満たさな
ければならない。 

給湯システムは、以下の追加規定および緩和
規定と併せて、EPA WaterSense一新築戸
建住宅仕様書の節３．３にある効率要件を満
たすものとする。 

給湯システム-湯が出るのを待つ間に無駄に
なる水を最小限に抑えるため、給湯システム
は、温水供給源といかなる給湯栓との間の配
管/分岐管に貯蔵される水は0.5ガロン（1.9リッ
トル）以下にしなければならない。 
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 システムが０．６ガロン（２．３リットル）の限度を満
たしていることを確認するために、認証機関はま
ず利用者制御または利用センサーによる再循環
システムの動作を開始し、こうしたシステムが少な
くとも４０秒間動作するようにすること。 

 次に、給湯栓の下にバケツまたは流量測定用の
袋（あらかじめ０．６ガロンの印が付けられた）を置
く。 

 温水は完全に、デジタル水温計が捕収される水
の流れに合う位置にかれたところで、温水栓を全
開し、温度の記録を開始されなければならない。 

 捕収された水が事前マーキングされたライン（洗
面所の蛇口の場合は約24秒）に達すると、温水
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設置されているすべての冷蔵庫、食器洗い機、
洗濯機はENERGY STAR認定を受けている
こと 

照明器具の80％は、ENERGY STAR認定
またはソケットにつけられるランプ（電球）の８
０％以上がENERGY STAR認定であること 

設置されているすべての浴室の換気扇およ
び天井ファンは、ENERGY STAR認定を受
けていること 
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 EPA Indoor airPLUSの認定を受けているこ
と。 
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米国環境保護庁（EPA)によると、屋内は屋外
に比べ、空気汚染物質が平均して２～５倍多
く、１００倍以上多い場合もある。 

 しかしながらアメリカ人は９０％の時間を屋内
で過ごす。 

 もしあなたの子供が吸入器を使用していない
場合、自身は幸運な親と考えることができる。 

なぜなら、米国の子供の１０人に１人は喘息で
苦しんでいる。 

ダニの塵が４０％の世帯であり、喘息疾患の
重大な要因になっている。 
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外科医の警告： 
ラドンは肺がんを引き起こす。 
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ゼロエネルギー準備住宅太陽光発電準備
チェックリストの対策が完了していること。（太
陽熱温水の準備は奨励されているが、必須で
はない） 
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利点： 
•コスト 

•外観 

•メンテナンス 

•昼光 

ポーチの枠組みに直接的に組み
込まれる太陽光発電パネル 

屋根に載せられる太陽
光発電パネル 



屋根の最大許容固定荷重および積載荷重の仕様
の記録文書（推奨許容荷重：6ポンド/平方フィート） 
 

屋根からインバータま
でのDC線を通す導管 

インバータとシステム
バランスを設置するた
めの専用エリア 

インバータの位置から配
電盤にAC線を通す導管 

配電盤の太陽光発電シ
ステムで使用するために
指示あるいは設置された
回路遮断器 35 
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未来の住宅が、今ここにある。 


